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図2 コオロギの飛堺筋 (M 112a)の退化
帆)運動ニューロン (成虫脱皮後19日目の雌個体)-の Ni++のバックフィルで染色されたM l12a上の終末像｡
(B)Aと同じ標本を偏光顕微鏡像｡筋肉の背側の筋繊維にのみ複屈折性が認められることに注意.点線は筋肉全体
の輪郭を示す｡A,Bともに右下には,複屈折性を示すポリスチレンの毛細管 (長さ1mm)をスケールとして
置いてある｡
(C)胸部の筋肉の配置を示す模式図｡数字は筋肉番号 (Furukawa,TomiokaandYamaguchi[1983]による)り
dは背側,Vは腹側｡
(D)筋肉 Ml12aの湿重立変化｡縦軸は湿重量を胸幅で割った値.横軸は成虫脱皮後の日数｡
7nismsandadaptationsofexquisitebeautyand
themostsurprisingcharacter,andIthinknoth-
ingcanbemorefascinatingthanthesensesand
instinctsofinsectsasrevealedbymoderninves-
tigations』
では,どのようにして特定の研究目的に適合す
る実験動物を探 したらよいのだろうか｡この点に
関して,H.A.Krebs(1875)2)はJ.W.S.Pringle
(19966-67)の言葉,"treasurehouseofnature'
を引用して次のように述べている｡
『zoological,ratherthanphysiologicaland
biochemicaltraining,helpsbecauseazoologist
hasbeenbroughtupincontactwiththe"trea-
surehouseofnature"』
どちらかというと,生物科学の分野では,分子
レベルからアプローチが主流となっている今 日,
Krebsのこのような考えは示唆に富むものと言える
のではないだろうか｡
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